
東京都立八王子東高等学校ＰＴＡ １学年委員会・役員会共催    保護者の皆様へ 

１学年進路講演会     ぜぜぜひひひ、、、聴聴聴きききにににいいいらららしししててて下下下さささいいい！！！    
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恐ろしい、でも、そのように叫んでも仕方ない。 

 秋葉原で事件があった翌朝、わたしは電車のなか

で、隣にすわった老夫婦の会話に耳を傾けていた。

「ああいうことって起こりうるんだね」 

 私はその言葉の語感を確かめながら、『罪と罰』に

ついて考え、１９世紀中葉のペテルブルグの混沌を

思っていた。 そして今ドストエフスキーがなくてはな

らない理由がわかったような気がした。（中略） 

 ドストエフスキーは、書いた。生命こそがすべてだ、

と。どんなに苦しくても、生きているという実感以上の

喜びはないはずだ、と。ラスコーリニコフが、一瞬、死

刑台から生還した男になぞらえられ、生命の尊さを

実感する場面を訳しながら、わたしは激しい驚きにか

られていた。（後略） 

（亀山先生のブログ“カフェ・カラマーゾフ”より抜粋）      

亀山先生のプロフィール 

◆１９４９年栃木県生まれ。 

東京外国語大学卒業、東京大学大学院人文科学研究科

博士課程単位取得退学。 

◆専門はロシア文学、ロシア文化論。ドストエフスキー

関連の研究のほか、ソ連・スターリン体制下の政治と

芸術の関係について批評活動を行う。 

◆主な著書 

 1998 『破滅のマヤコフスキー』（筑摩書房） 

     第８回木村彰一賞受賞 

 2002 『磔のロシア－スターリンと芸術家たち』 

     （岩波書店） 第２９回大佛次郎賞受賞 

◆主な翻訳書 

 2006～2007 ドストエフスキー『カラマーゾフの兄弟  

1～5』（光文社古典新訳文庫）、第６１回毎日出版文 

化賞特別賞受賞       

2008～2009 ドストエフスキー『罪と罰 1～3』（光文 

社古典新訳文庫） 

東京外国語大学 

学長 亀山
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いま、息をしている言葉で、 

もういちど古典を 

日時:１１月１１日（水） 

受付開始 14:15～ 

講演 14:30～15:45 

場所:八王子東高等学校体育館 

イリヤ・グラスソワ画「ドストエフスキー・白夜」（1983） 


